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1．スラグの種類と用途
本号で取り扱ったスラグは、表1に示す通り５種類

である。このうち、高炉スラグと電気炉酸化スラグは

鉄鋼スラグに属し、非鉄金属のフェロニッケルスラグ

と銅スラグを含めて鐵鋼スラグ協会では金属製造工程

起源スラグ、溶融スラグは廃棄物加熱溶融起源スラグ

と表示している 1）。

また、表2に示すように各種スラグは、付加価値を

高める用途を目指して使用されつつある。

5種類のスラグのうち、大量に発生する高炉スラグ
は、JIS R 5011の高炉セメントの混合材（内割で5超
え70％以下）をはじめ、JIS R 5010の普通ポルトラン
ドセメントの混合材（内割で5％以下）、JIS A 6206コ
ンクリート用高炉スラグ微粉末の混和材料、JIS A

5011-1の高炉スラグ粗・細骨材、への使用が全体の
80％近くを占め、JIS A 5308（レディーミクストコン
クリート）の使用材料として認められている。同時に、

これらを用いることによってCO2が約400万トン（平
成17年度実績）も削減でき 2）、地球温暖化防止をはじ

め、省資源・省エネルギー、資源リサイクル等、今日

求められている社会的要請に大きく寄与しているとい

えよう。

フェロニッケルスラグ、銅スラグ、電気炉酸化スラ

グは、コンクリート用骨材としての品質が JIS A 5011-
2～ 4に規定されており、レディーミクストコンクリ
ートとして使用する場合は JIS A 5308（前掲）に適合
するものを用いる。

溶融スラグは、コンクリート用骨材としての品質が

JIS A 5031に規定されており、現在二次製品に多用さ
れているが、JIS A 5308のレディーミクストコンクリ
ートの使用骨材としては認められていないので注意を

要する。

2．各種スラグの
特性を活かしたコンクリート

それぞれのスラグは、特性を有している。表3に示

すようにそれらの性質を活かしたコンクリートに使用

することが最も望ましい。

詳細については各論に述べられている。施工上の注

意点と併せて適切かつ、積極的にスラグを使用するこ

とを提唱する。

表1 スラグの種類と利用状況
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表2 各種スラグの用途と摘要等

表3 各種スラグの特性を活かしたコンクリート
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